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《 業 種 別 総 括 》 

                            24 年 11 月 

 

〔漁業〕 

・ 11月の総水揚げは、天候不順による出漁日数の減少や秋サケ漁の不振により漁獲量、漁獲

 金額ともに前年を下回った。底曳、定置、かれい、たこ、たら、さんま、はたはた漁等の 

 減少が著しい。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ ホッカイドウ競馬は、11月15日に15回80日間の日程を終了した。今シーズンの発売額

は、前年を上回り計画値も上回った。道は「収益は低下している」との見方を示し、来シ

ーズンは、日本中央競馬会（JRA）のネット投票システムによる発売日数の拡大などを展

開して、「安定した経営基盤づくりに取組む」とした。 

・ 静内産ミニトマト「太陽の瞳」の出荷は、下旬に終了した。２年連続の７億円台の出荷額 

と好調であった。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）は、件数で14件 金額で162百万円の状況。月中発注額

件数ともに前年を下回った。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中総請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保

証請負金額)は 1,450百万円で前年を下回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 4件で前年を下回った。 

〔卸・小売業〕 

・ 新ひだか町静内のショッピングモール「カリンパ」がオープンした。コンビニ店は、惣菜

や店内調理品を充実させ、主婦や高齢者層の取り込みを進めている。一方、地元小売店は

宅配や移動販売サービスを強化している。 

・ 地場産品直売フェアが開かれ、農産物等の販売が好評であった。 

・ 家電販売店は、売上の低迷に加え価格の下落、利益の低下傾向が見られ状況は厳しい。 

・ 新車月間登録台数(新冠～えりも地区)は 151台。前年同月比 1台増に留まった。 

〔雇用〕 

・ 浦河地区の月間有効求人倍率は前年・前月を上回った。全道の月間有効求人倍率は前月と 

同率で前年を上回った。 

〔総括〕 

漁業は、漁獲量・漁獲高ともに前年を下回った。天候不順により出漁回数が減ったことが

主な要因。管内の秋サケ定置漁は減少傾向が続いている。軽種馬生産業は前月で北海道市

場が終了し、全体的に動きを弱めており、庭先売買も低調な動きとなっている。建設業は、

管内の公共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)が前年を下回った。

当地区の有効求人倍率は持ち直しの動きを続けているが、先行きの不透明感は拭えない。

新車登録台数は前月比、前年比ほぼ横ばいで推移し、個人消費にも回復が見られない。 

11月の地区内経済概況は、土木建設業など一部業種で活発な稼動は見られるものの、主力

の漁業をはじめ、軽種馬生産業などは依然として低迷しており全体的には弱含みの状況が

続いている。 
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＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛がに漁等。 

    総漁獲量3,936ｔ・金額1,663百万円(前年同月2,340ｔ減･138百万円減)。 

 
底曳網漁………… 1,551ｔ・ 141百万円 (前年同月比 1,314ｔ減・  51百万円減) 

定置網漁…………   587ｔ・ 305百万円 (  同    144ｔ減・ 114百万円減) 

かれい漁…………   184ｔ・  84百万円 (  同    132ｔ減・  50百万円減) 

たこ漁……………   122ｔ・  63百万円 (  同       17ｔ減・  19百万円減) 

つぶ漁……………    74ｔ・  73百万円 (  同     45ｔ減・  10百万円増) 

いか漁……………   304ｔ・ 101百万円 (  同       85ｔ減・  12百万円増) 

たら漁……………   182ｔ・  38百万円 (  同        9ｔ減・  16百万円減) 

さんま漁…………   216ｔ・   9百万円 (  同      517ｔ減・  29百万円減) 

ほっき漁…………    38ｔ・  15百万円 (  同        9ｔ減・   2百万円減) 

ほっけ漁…………    24ｔ・   6百万円 (  同       40ｔ減・    増減なし) 

昆布漁……………   357ｔ・ 525百万円 (  同     98ｔ増・  85百万円増) 

ししゃも漁………   176ｔ・ 252百万円 (  同     10ｔ減・  93百万円増) 

はたはた漁………    19ｔ・   8百万円 (  同     97ｔ減・  36百万円減) 

その他……………  102ｔ・  43百万円 (  同     19ｔ減・  21百万円減) 

   

・ 11月の総水揚げは、前年同月比漁獲量で2,340ｔ漁獲金額で138百万円下回った。前年

に比べ、底曳網、定置、かれい、たこ、たら、さんま、ほっき、はたはた漁等で、数

量・金額ともに減少した。特に底曳、定置網漁で金額が大幅に減少した。つぶ、いか、

ししゃも漁は数量が減少し金額は増加、昆布漁は数量、金額ともに増加した。 

・ 日高管内秋サケ定置網漁が11月23日で終了した。日高海区漁業調整委員会の漁獲速報

によると、全体の水揚量は、前年同期比の90.8％の5,891ｔ 金額は同86.6％の2,910

百万円であった。様似から西側の地区は前年を大きく下回った。 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています）
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＊〔軽種馬生産業〕 

・ 2012年ホッカイドウ競馬は、昨年に続き2年連続で売上目標を突破した。運営す 

るHRA道軽種馬振興公社によると、期間中の売上は119億9987万円、前年比3.7％ 

上回り目標比で0.1％金額で1,687万円上回った。通年1場開催とナイターの実現、 

屋内坂路コースの竣工が故障馬の大幅減少につながり出走率の向上がレース数 

を増加させ、前年実績を上回った。 

・ 来シーズンから全道のホッカイドウ競馬場外発売所（Aiba）でJRA馬券の発売を 

 開始する。 

・ 「セリ市場」の終了により庭先での動きは弱く、関係者の来訪も少ない。 

 

＊〔農 業〕 

・ 11月の花卉の出荷量は 574千本(前年 697千本)・出荷金額 5,162万円(同 4,498万円)。

道内一の産地となっているデルフィニウムを主とした花卉「みついし花だより」は、

12月初めに共選出荷を終え、年明けまで花卉農家個別の出荷に移る。 

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 128頭（前年 124頭） 金額 8,388万円(同 6,874万

円)。価格は、仔牛が 41万円(前年 35万円)、肥育牛は 84万円(同 81万円)となった。

えりも地区は 10 ヶ月素牛が出荷頭数 58 頭(同 63 頭） 金額は 2,398 万円（同 2,186

万円）。価格は牡が 46万円(同 37万円) 牝は 36万円(同 32万円)であった。 

 

 

 

 

 
＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～広尾地区）工事は、件数 14 件･金額 162 百万円（前年 38 件･462

百万円)。月中発注状況は件数、金額ともに前年を下回った。累計工事発注状況は 407

件･5,055百万円(前年 404件･3,789百万円)で前年を上回っている。 

・ 日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、1,450 百万円（北海道

建設業信用保証㈱の保証請負金額）。前年同月比 800 百万円・35.6％下回った。 

4月～11月の累計は、19,521百万円で同比 3,549百万円・22.2％上回っている。 

 
＊〔建設業〕 

・ 個人住宅の工事は、地区外の大手、準大手ハウスメーカーの進出により地元業者の稼

働は少なく、総じて低調な状況。 

・ 受注工事量が少ない中、手持ち工事は業者間で格差が広がっている。 

 

＊〔建築確認申請〕 

・ 11月中受付建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 4件となっている（前年 6件）。 

  個人住宅の申請件数は低調が続いている。 
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＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が1,008ｔ(前年663ｔ)で前年比52％の増加。

出荷金額は 16,243千円（同 10,261千円）で同 58％の増加となった。 

・ 3ヶ月後の相場予想については、米材、南洋材、北洋材(欧州材を含む）は、流通部

門では保ち合い予想であり、製造部門では強含み予想である。国産材は、流通・製

造部門とも保ち合い予想である。また、建材は保ち合い予想である。プレカットの

動向については、流通部門、製造部門を通じ繁忙が見られる。 

＊〔製 材〕 

・ 建築材等の受注にて稼動。秋サケ用木函生産は、不漁のため前年比 20％程度減少し

 た。 

 

 
 
 
 

＊〔卸売業〕 

・ 野菜の入荷は道内産が 7割、本州産が 3割の状況でありトマト・キュウリ・ナス・は

本州産が主流。入荷価格は、本州産、道内産ともに前年より若干安値である。果物は

本州産が 7割、道内産が 3割の入荷状況。みかん・柿・りんごは本州産が主流で入荷

価格は、前年並みで安値で推移している。 

 

＊〔小売業〕 

・ 11月の小売店やスーパーの売上は、前年比やや減少した。長引く景気の低迷により消

費全体が冷え込み、悪天候などもマイナス要因となった。 

・ コンビニ店の売上は日配品は好調であったが、客単価の低下により前年比微減となっ

た。冬本番を迎えて「鍋商品」や「中華まん｣等の季節商品が好調に推移した。 

・ 新ひだか町では、2月末に閉店した商業施設ピュアの後継店について町に対し早期の

店舗誘致を求める要望が寄せられており、町による参加事業者募集で進展することに

なった。 

・ 家電量販店やホームセンターでは、カセットボンベを使ったストーブや湯たんぽ

などが注目されている。災害による停電対策として求められているようだ。 

・ 新車月間登録台数(新冠～えりも地区)は、151 台で前年同月比 1 台の増加となっ

た。累計(1-11 月)は 1,921 台で同 358 台の増加となっている。 
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＊〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産件数は1件(前年同月1件)。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、新ひだか町・卸売業1件(同3件)、負債総額は 

3千万円(同30千万円)。 

・ 今後の見通しとして金融支援の継続があってもこれまでに累積した負債が足かせとな 

 って自力での経営改善困難となっている企業が散見され、経営環境そのものが好転し 

 ない限り引き続き倒産増加が懸念される。 
 

＊〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は31件(前年同月38件)、負債総額51億9千万円(同77億8千万円)。 
 

＊〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は964件(前年同月1,095件)、負債総額は2,638億4千万円（同1,876億 

8千万円）となった。東日本大震災関連倒産は41件で、累計件数は1,003件。 
 

＊〔雇 用〕 

・ 11月の浦河地区の月間有効求人倍率は0.77倍で、前年比0.10ポイント 前月比0.05ポ

イント上回った。求人数は656人で前年比86人 前月比で21人の増加となった。求職者

数は856人で前年比8人増加 前月比31人減少している。一方、全道の月間有効求人倍

率は前月比横ばいの0.61倍で前年を0.11ポイント上回っている。 

 

 

 

 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 11／10 第 17回 ＫＢＳ京都賞ファンタジーステークス          （ＧⅢ） 

    サウンドリアーナ号 (新ひだか町 水上習孝 殿生産） 

 11／10 第 14回 京都ジャンプステークス               （Ｊ・ＧⅢ） 

    マサノブルース号 (新ひだか町 猪野毛牧場 殿生産)   

 11／11 第 37回 エリザベス女王杯                   （ＧⅠ） 

    レインボーダリア号 (新冠町 大栄牧場 殿生産)   

 

＊平成 24年度特別交付税の 12月交付額は、8億 9千万円 前年に比べ 19.6％増加した。 

有害鳥獣対策や地方公営企業に係る財政需要の増加などが主な要因。 

＊日高振興局がまとめた 2012 年度上期（4-9 月）の日高管内観光客入り込み数は前年比

3.8％・4万 2500人減の 108万 9800人となった。新ひだか町「しずない桜まつり」の開

花時期がずれたことによる約5万2000人の減少などが影響した。主な施設の利用者数は、

「うらかわ優駿ビレッジアエル」が最も多く 11万 600人 「サラブレッドロード新冠」

11万 400人 「襟裳岬風の館を含む周辺施設」9万 7300人 「アポイ山荘」8万 4400人 「三

石昆布温泉」7万 8300人 「レ・コードの湯」6万 2000人となっている。 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成24年11月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,564 -65 -6 2,603 -10 1 

日 高 町 13,399 -284 -17 6,559 -68 9 

新 冠 町 5,800 -29 -12 2,673 14 -11 

新 ひ だ か 町 25,079 -228 -27 12,214 -23 -20 

浦 河 町 13,719 -248 -11 6,973 -18 -5 

様 似 町 5,002 -78 -7 2,313 -22 -1 

え り も 町 5,322 -68 -6 2,160 -16 -3 

日高地区合計 73,885 -1,000 -86 35,495 -143 -30 

広 尾 町 7,775 -201 -11 3,493 -27 -2 

大 樹 町 5,941 -43 -9 2,659 24 -3 

日高･十勝地区合計 87,601 -1,244 -106 41,647 -146 -35 

札 幌 市 1,922,800 16,958 488 993,857 17,000 490 

江 別 市 121,434 -160 28 54,641 676 33 

石 狩 市 60,487 -257 7 26,780 187 21 

北 広 島 市 60,281 -232 -7 26,347 211 5 

恵 庭 市 69,145 211 29 30,938 343 26 

千 歳 市 94,995 645 46 45,698 669 37 

石狩地区合計 2,329,142 17,165 591 1,178,261 19,086 612 

苫 小 牧 市 174,364 220 -57 84,804 1,104 17 

厚 真 町 4,806 -43 -13 2,076 31 -7 

む か わ 町 9,453 -100 -26 4,522 49 -9 

胆振地区合計 188,623 77 -96 91,402 1,184 1 

営業区域合計 2,605,366 15,998 389 1,311,310 20,124 578 

注:平取町、日高町、えりも町、広尾町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成24年11月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 656 64,281 15.09 14.43 3.31 -4.28 

月間有効求職者数 856 104,939 0.94 -5.95 -3.49 -4.05 

月間有効求人倍率 0.77 0.61 0.10 0.11 0.05 0.00 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成24年11月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 4 -2 -11 

(新ひだか町～広尾町) 24/4～24/11 累計 111 4  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成24年11月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 3 -2 -27 
卸売業1件 新ひだか町1件 

うち新冠町～えりも町 1 3 0 -13 

北 海 道 31 519 -7 -259   

全   国 964 26,384 -131 7,616   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 



 

７ 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成24年11月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

121,323 1.79 0.26 55,767 -4.24 0.05 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 24年11月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 434 3.33 -23.05 

交換金額 779 -13.15 -12.08 

不渡り手形枚数 0 -100.00 ― 

不渡り手形金額 0 -100.00 ― 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
24年11月の 登 録 24／1月～24／11月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 14 -3 -4 203 31 

新ひだか町 72 9 5 928 253 

浦 河 町 33 3 -6 418 34 

様 似 町 15 -3 3 186 5 

え り も 町 17 -5 3 186 35 

合 計 151 1 1 1,921 358 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  11月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返したも

の(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 6.3 156.0 77.1 0.4 193.3 63.1 

広   尾 5.5 270.0 120.1 0.6 197.7 80.9 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

９ 各町の水道使用量（平成24年11月） 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 103,081 -15.2 47,420 -20.7 150,501 -17.0 

新ひだか町三石 28,462 -0.5 18,829 4.6 47,291 1.4 

浦 河 町 65,409 0.3 30,685 -6.0 96,094 -1.8 

様 似 町 26,184 0.2 13,334 -3.1 39,518 -1.0 

え り も 町 26,715 -3.2 12,095 -2.5 38,810 -3.0 

広 尾 町 34,329 -3.4 17,485 -3.7 51,814 -3.5 

＊ 広尾町は24年10月分                             (資料出所：各町) 



 

８ 

  
   日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、商工業

など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 
今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

 

■北海道林業事業体登録制度が始まりました。 

 
北海道では、平成２４年９月から道内で森林整備を行っている林業事業体を登録し、公表する「北海

道林業事業体登録制度」の登録申請の受付を開始しました。  
平成２４年１２月１７日現在、全道で６０３事業体、そのうち日高管内で３３事業体が 

この制度に登録され、道のホームページで、どなたでも閲覧が可能となっています。 
 
本制度は、植栽や間伐など森林整備を行っている林業事業体の申請により、住所などの基本的情報や

事業実績などの情報を北海道が登録し、その情報をホームページなどで公表 
することにより、森林所有者が森林整備を林業事業体に委託する際に、事業者の選択を容易にするとと
もに、適切な森林整備を行う事業体を育成することを目指して、９月から登録受付を開始した制度です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後は、登録された林業事業体を対象に計画制度や労働災害の防止などの研修の開催などにより、登

録事業体の育成に取り組んでいくこととしています。 
 
登録申請は、日高振興局で受け付けております。申請方法等で不明な点がございましたら、林務課林

務係にお問い合わせください。 
（問い合わせ先：林務課林務係 電話０１４６－２２－９３１３） 
       

 「北海道林業事業体登録制度」についての詳細は、北海道水産林務部林業木材課の 
ホームページ内「北海道林業事業体登録制度のホームページ」をご覧ください。 

  （http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/tourokuseido/tourokuseido-top.htm） 
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※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 

◎ 取 扱 期 間 ：平成25年3月29日（金）まで 

◎ 寄 付 先 ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 

◎ 手 数 料 ： 無 料 

◎ 受 領 書 ： 受領書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 

   

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利  最優遇金利 年0.95% (保証料は別途加算) 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成24年10月1日(月）～平成25年3月29日（金） 

◎ 資 金 使 途 ： 住宅新築・購入・リフォーム・他行借換え・住宅に係る諸費用・保証料等。 

◎ 融 資 金 額 ： 資金使途、保証条件等により最大８，０００万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： １年以上最大35年以内（資金使途、建物の構造及び取扱保証会社等により期間が 

異なります）。 

◎      種 類 ： ①固定金利特約型（有担保  固定金利特約期間 ～３年 ５年 ７年 １０年 ） 

  ②変動金利無担保扱い 

◎  返  済  方  法    ： 元金均等または元利均等返済方式。ご返済金額の 50％までボーナス併用返済可能。 

◎  保 証 人 ： 保証会社の保証を受けられる場合、原則保証人不要。場合により連帯保証人1名以上。 

◎  融 資 対 象 者 ： 当金庫の会員で、満２０歳以上で当金庫の融資条件に合致する方、保証会社の保証 

が得られる方。 

 

※ ひだかしんきん「カーライフローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年1.50％(保証料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成24年10月1日(月）～平成25年3月29日（金） 

◎ 資 金 使 途 ： 自家用車両のご購入、免許取得、車検、修理等の費用 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 最長8年以内。お取扱保証会社により異なります。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

◎ 保 証 料 ： ご融資時一括払い、お取引金利に加算する毎月払いをご選択いただけます。 

保証料率は保証会社の定めによる料率。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 

 

※ 第15 回懸賞金付き定期預金〈New スーパーチャンス〉の発売について！ 
◎ 取 扱 開 始 : 平成24年12月3日(月)～平成25年3月29日(金) 

◎ 対 象 者 ： 個人のお客様のみです。当金庫に普通預金(貯蓄預金含)口座をお持ちの方とします。 

◎ 預 金 種 類 ： スーパー定期預金1年もの自動継続定期預金(証書式)とします。 

◎ お預 入 金 額 ： 10万円以上1,000万円未満とします。 

◎ 税 金 ： 預金利息及び懸賞金から20.315%(国税15.315% 地方税5％)の税金が徴収されます。 

 

※第13回〈NEWスーパーチャンス〉の当選番号は各営業店窓口及び当金庫ホームページでご確認ください！ 

 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 



 

 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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